
 

 

 

 

 

 

 

ｍｔｅｘ５．３．１のＥＢＳＤデータをＬａｂｏＴｅｘに読み込む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

１．１ｍｅｔｅｘ５．３．１付属データ 

２．ｆｅｒｒｉｔｅデータの読み込み 

２．１ ＥＢＳＤｔｏＬａｂｏＴｅｘソフトウエアで読み込む 

２．２ ＬａｂｏＴｅｘで読み込み 

２．３ 極点図のβ回転 

２．４ Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃ 

２．５ ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

２．６ ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果のＥｒｒｏｒ評価 

３．Ｔｉｔａｎｉｕｍデータの読み込み 

  ３．１ ＬａｂｏＴｅｘに読み込み 

  ３．２ ＯＤＦ図の平滑化 

３．３ 平滑化データをＬａｂｏＴｅｘに表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 ＣＴＲソフトウエアでは、ＥＢＳＤで測定したＥｕｌｅｒ角度データを読み込み、ＬａｂｏＴｅｘの 

   ＳＯＲデータに変換し、ＬａｂｏＴｅｘにＯＤＦデータとして読み込ませる機能があります。 

   更に、ＥＢＳＤデータは測定出来る結晶数が少ないため、ＯＤＦ図が粗く、ＯＤＦ図の平滑化の 

   機能があります。 

   ＥＢＳＤデータを用いて説明します。 

 

１．１ ｍｔｅｘ５．３．１付属データ 

 

 

   など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ｆｅｒｒｉｔｅデータの読み込み 

２．１ ＥＢＳＤｔｏＬａｂｏＴｅｘソフトウエアで読み込む 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



パラメータをセットしてファイルを読み込む 

 

  

 

  

 

 作成されたＳＯＲファイル 

 

 

 

 

 



２．２ ＬａｂｏＴｅｘで読み込み 

  

  

 



ＯＤＦ図表示 

 

 

 

 φ1が 5度回転を修正 



２．３ 極点図のβ回転 

  

 

  

 



２．４ Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃ 

  

  

 

 



２．５ ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 

Ｃｕｂｅ１００％が計算されます 

 

ＥＢＳＤから計算したＯＤＦ図   VolumeFractionから計算したＯＤＦ図 

 

 

 

 

 



２．６ ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果のＥｒｒｏｒ評価 

Ｅｒｒｏｒ評価はＯｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃの極点図とＶＦの極点図からＲｐ％を計算 

 

 

 

一致しています。 

VolumeFraction結果の backgroudがゼロのため、一致度は１００％である。 

VolumeFraction結果のバックグランドには、ランダムと VFで計算されない方位が含まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ｔｉｔａｎｉｕｍの読み込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．１ ＬａｂｏＴｅｘに読み込み 

  

  



読み込まれたＯＤＦ図 

 

 

３．２ ＯＤＦ図の平滑化 

 ＥＢＳＤでは、測定範囲が狭いため、粒径が大きいとＯＤＦ図は粗くなります。 

 ＬａｂｏＴｅｘではＯＤＦ図の平滑化はサポートしていないため、外部で平滑化し読み込む 

 詳しくは、ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦＦｉｌｅソフトウエア説明書を参考にしてください。 

 以下に手順を説明します。 

 

 

    

  ＬａｂｏＴｅｘで作成されたＪｏｂ１の titanium.ODFを読み込む 



 ODF図が表示される 

  

 平滑化を行う 

  



 平滑化された ODF図 

  

 平滑化データｓａｖｅ 

  

  選択で、ＬａｂｏｔｅｘＯＤＦＦｉｌｅに平滑化されたＯＤＦファイルが表示 



 

 

 ｊｏｂファイルを作成 

 

 ＬａｂｏＴｅｘ管理化のｊｏｂ２が新たに作成される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．３ 平滑化データをＬａｂｏＴｅｘに表示 

ｊｏｂ１と平滑化されたｊｏｂ２を表示 

 


